
第94回
日本医科大学医学会総会・学術集会

プログラム

日　　時　　令和 8 年 9 月 5 日（土）9：30 〜

会　　場　　日本医科大学　済生学舎 1 号館（教育棟）  2 階  講堂
　　　　　　　＊橘桜会館　3 階　SGL 室（11：30～12：30「一般演題」口頭発表・選抜演題のみ）

Web 開催　  令和 8 年 9 月 5 日（土）～令和 8 年 12 月 26 日（土）

医学会ホームページ　https://www.nms.ac.jp/ma/
　　　　　　　　　　      （最新情報をご確認ください）
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第 94 回日本医科大学医学会総会・学術集会プログラム

［総会・授与式・講演会］　日本医科大学　済生学舎 1 号館（教育棟）  2 階  講堂

第一部
9：00 開場

9：30 開会

会長挨拶

9：35 令和 7 年度丸山記念研究助成講演

9：59 令和 7 年度同窓会医学研究助成講演

10：35 海外留学者講演

11：11〜13：00 休憩
（11：30〜12：30「一般演題」プレゼンテーション：橘桜会館３階 SGL 室）

第二部
13：00 医学会総会　業務報告

令和 7 年度医学会収支決算、監査報告および令和 9 年度予算案

13：20 授与式　奨学賞・優秀論文賞・丸山記念研究助成金

13：30 第 94 回医学会総会・学術集会「特別講演」

14：10 令和 7 年度優秀論文賞受賞記念講演

14：34 令和 8 年度奨学賞受賞記念講演

14：48 新任臨床教授特別講演

15：12 新任特命教授特別講演

15：57 新任教授特別講演

16：57 新任大学院教授特別講演

18：45 授与式　令和８年度優秀演題賞

18：50 副会長挨拶

18：55 閉会

　Web 開催　（詳細：医学会ホームページ　https://www.nms.ac.jp/ma/）

　総会・学術集会終了後、第一部および第二部を医学会ホームページにて、会員限定・期間限
定（令和 8年 12 月 26 日まで）で動画配信予定です。

［一般演題］
Web発表：デジタルポスターまたはプレゼンテーション動画により、全演題をWeb上（医学
　　　　　会ホームページ・会員限定）にて発表します。

当日発表：「一般演題」の中から選抜した演題（約 30 演題）のプレゼンテーションを行います。
　　　　　日時：9 月 5 日（土）11：30 ～ 12：30
　　　　　会場：橘桜会館　3 階　SGL 室

詳細は、医学会ホームページにてご確認ください。
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 9：30　開会　

 会長挨拶　　　日本医科大学医学会会長　　　弦間　昭彦

 9：35　令和７年度丸山記念研究助成講演　（各 12 分　− 講演10分・質疑応答2分）

１.（ 9：35〜 9：47） 佐々木文之 微生物学・免疫学 細胞骨格調節タンパク質の細胞外に
おける病態生理学的意義とその分
子機序の解明

森田　林平

２.（ 9：47〜 9：59） 福泉　　彩 内 科 学
（呼吸器・腫瘍内科学）

特発性肺線維症合併肺癌の発癌に
関わる分子メカニズムの解明と新規
治療戦略の探索

清家　正博

  9：59　令和７年度同窓会医学研究助成講演　（各 12 分　− 講演10分・質疑応答2分）

１.（ 9：59〜10：11） 加藤　泰裕 内 科 学
（呼吸器・腫瘍内科学）

脂質代謝を介した NTRK チロシン
キナーゼ阻害薬に対する耐性機序解
明とその克服

清家　正博

２.（10：11〜10：23） 星川　吉正 内 科 学
（消化器内科学）

治療抵抗性胃食道逆流症の病態に
唾液分泌量の変化が関わっている
のか？

厚川　正則

３.（10：23〜10：35） 林　　俊行 内 科 学
（ 神 経 内 科 学 ）

初期診療における髄膜炎・脳炎鑑
別を支える身体診察所見の再定義 
―髄膜刺激徴候と髄液バイオマー
カーを用いた多施設前向き研究―

須田　　智

10：35　海外留学者講演（各 12 分　−講演 10 分・質疑応答 2 分）

１.（10：35〜10：47） 萩原　　純 救 急 医 学 蘇生後遅延ミトコンドリア移植は
神経学的予後を改善する

横堀　將司

２.（10：47〜10：59） 萩原かな子 内 科 学
（循環器内科学）

アメリカで研究し、子どもと学んだ 2年間
―ドキソルビシン心毒性研究と家族
留学のリアル―

山本　　剛

３.（10：59〜11：11） 松下　誠人 内 科 学
（循環器内科学）

急性虚血心筋におけるPerm1による 
脂肪酸代謝の抑制と心筋保護効果

山本　　剛

第一部

［総会・授与式・講演会］日本医科大学　済生学舎 1 号館（教育棟）  2 階  講堂

司　会　荒川　亮介　学術担当理事

（座　長）

休憩（11：11 〜 13：00）

＊休憩時間帯に「一般演題」のプレゼンテーションを行います（選抜演題のみの発表となります）。
　（11：30～12：30　橘桜会館　3 階　SGL 室）
＊プレゼンテーションは、どなたでもご覧いただけます。
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14：10　令和７年度優秀論文賞受賞記念講演　（各 12分　ー 紹介3分・講演9分）

１.（14：10〜14：22） 松田　明久 消化器外科学 Surgical Site Infections in
Gastroenterological Surgery

清水　哲也

２.（14：22〜14：34） 清水　哲也 外 科 学
（消化器外科学）

Management of Simple Hepatic 
Cyst

松田　明久

14：34　令和８年度奨学賞受賞記念講演　（各 12 分　− 紹介3分・講演9分）

１.（14：34〜14：46） 秋元　直彦 内 科 学
（消化器内科学）

若年発症大腸腫瘍の病態解明と
AI 支援内視鏡診断への応用

厚川　正則

２.（14：46〜14：58） 福泉　　彩 内 科 学
（呼吸器・腫瘍内科学）

突発性肺繊維症合併肺癌の発癌に
関わる分子メカニズムの解明と新規
治療戦略の探索

岩部　真人

14：48　新任臨床教授特別講演　（各 12分　− 紹介3分・講演9分）

１.（14：48〜15：00） 天野　康雄 放 射 線 医 学 院外心停止に対する心臓MRIの有用性
～健診を通した予防につなげるために～

時田　祐吉

２.（15：00〜15：12） 菊池　真理 放 射 線 医 学 乳房画像診断 update
―MRI の有用性―

林　　宏光

（座　長）

第二部

13：00  総会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・医学会業務報告
・令和 7 年度医学会収支決算、監査報告および令和 9 年度予算案

13：20  授与式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

・令和 8 年度奨学賞
・令和 7 年度優秀論文賞
・令和 8 年度丸山記念研究助成金

13：30　第 94 回日本医科大学医学会総会・学術集会
　
　　　　　  「特別講演」（13：30 ～ 14：10）（40 分　― 紹介 5 分・講演 35 分）

　　東京理科大学生命医科学研究所　教授 　　吉村　昭彦
　　慶應義塾大学医学部　名誉教授

   　　演題  ：  免疫寛容の制御機構から考えるがん免疫療法の新展開

    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （座　長）清家　正博

司　会　清家　正博　庶務担当理事

司　会　岩部　真人　学術担当理事

＊午前の丸山記念研究助成講演（同演題で受賞）を
　もって代えさせていただきます。
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15：12　新任特命教授特別講演　（各 15分　− 紹介3分・講演12分）

１.（15：12〜15：27） 稲垣　喜三 麻 酔 科 学 痛覚変調性疼痛と漢方薬治療の
可能性

保利　陽子

２.（15：27〜15：42） 下城　　一 医 療 管 理 学 看護学と現象学 勝山貴美子

３.（15：42〜15：57） 中溝　宗永 耳鼻咽喉科学 頭頸部腫瘍診療の発展にむけて 後藤　　穣

15：57　新任教授特別講演　（各15分　− 紹介3分・講演12分）

１.（15：57〜16：12） 藤井　正大 外 科 学
（心臓血管外科学）

心臓血管外科における心筋保護・
周術期管理の探求

石井　庸介

２.（16：12〜16：27） 土佐眞美子 形 成 外 科 学 ヒト特有の疾患「ケロイド」に挑む
―病態解明と新たなケロイド医療の創出―

小川　　令

３.（16：27〜16：42） 齋藤　文仁 医療基礎・基礎看護学 電気生理学的アプローチによる自閉
スペクトラム症モデルマウス研究

荒川　亮介

４.（16：42〜16：57） 勝山貴美子 医療基礎・基礎看護学 看護管理学研究の今、これから・・ 齋藤　文仁

16：57　新任大学院教授特別講演　（各15分　− 紹介3分・講演12分）

１.（16：57〜17：12） 厚川　正則 消化器内科学 HCVのeliminationに向けて 松田　明久

２.（17：12〜17：27） 宮村　能子 小児・思春期医学 小児がん診療のあゆみと今後の展開
―乳児白血病研究を通して―

平尾　　眞

３.（17：27〜17：42） 松田　明久 消化器外科学 消化器外科教室が目指す継往開来 川野　陽一

４.（17：42〜17：57） 藤井　孝明 乳 腺 外 科 学 乳癌診療の取り組み
〜日々の診療に Science を

栗田　智子

５.（17：57〜18：12） 桑原　慶充 女性生殖発達病態学 妊娠成立・維持機構の破綻を読み解く
―臨床の取り組みから病態解明へ 

根岸　靖幸

６.（18：12〜18：27） 赤塚　　純 男性生殖器・泌尿器科学 次世代の泌尿器科学教室を目指して
―臨床・教育・研究の調和と発展―

遠藤　勇気

７.（18：27〜18：42） 仁藤智香子 臨床検査医学 脳虚血における脳保護療法の開発と
Precision Medicine への展望

須田　　智

18：45　授与式　　　　令和 8 年度優秀演題賞（一般演題から 3 名以内決定）

18：50　副会長挨拶　　日本医科大学医学会副会長　桑名　正隆

18：55　閉会　

（座　長）

司　会　小川　　令　学術担当理事
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Ａ 循環器・心臓・血管
P − 1 術前後の血流力学的変化を 4D flow MRI で評価し

た上行大動脈発生の真性嚢状瘤の 1 例
千葉北総病院心臓血管外科

付属病院心臓血管外科

前 川 　 良・川 瀬 康 裕・神 谷 寛 登
辻 　 杏 奈・小野田　翔・山 下 裕 正
藤 井 正 大・別 所 竜 蔵
石 井 庸 介

P − 2 左冠動脈が交連部近傍から起始していたため
Y-incision 変法で弁置換術を施行した狭小大動脈
弁輪を伴う大動脈弁狭窄症の２症例

千葉北総病院心臓血管外科

付属病院心臓血管外科

川 瀬 康 裕・藤 井 正 大・神 谷 寛 登
辻 　 杏 奈・小野田　翔・山 下 裕 正
別 所 竜 蔵
石 井 庸 介

P − 3 リンパ管造影が奏功した冠動脈バイパス術後乳び胸
の１例

付属病院心臓血管外科
付 属 病 院 放 射 線 科

上 田 仁 美・丸 山 雄 二・石 井 庸 介
上 田 達 夫

P − 4 急激な弁破壊の進行により心停止をきたした重症
感染性心内膜炎に対し Commando 手術で救命し
得た１例

千葉北総病院心臓血管外科

付属病院心臓血管外科

小野田　翔・川 瀬 康 裕・神 谷 寛 登
辻 　 杏 奈・山 下 裕 正・藤 井 正 大
別 所 竜 蔵
石 井 庸 介

P − 5 多発性心室性期外収縮の精査で診断された右室流
出路血管腫の１例

武蔵小杉病院心臓血管外科

武蔵小杉病院病理診断科
付属病院心臓血管外科

前 田 基 博・坂本俊一郎・村 田 智 洋
丸 山 雄 二
許 田 典 男
石 井 庸 介

P − 6 急性心筋梗塞後の後乳頭筋完全断裂に対し僧帽弁
形成術にて救命した１例

千葉北総病院心臓血管外科

付属病院心臓血管外科

辻 　 杏 奈・川 瀬 康 裕・神 谷 寛 登
小野田　翔・山 下 裕 正・藤 井 正 大
別 所 竜 蔵
石 井 庸 介

P − 7 Aortic-mitral curtain の破壊を伴う感染性心内膜炎
に対して牛心膜パッチによる再建をおこなった１例

付属病院心臓血管外科 網 谷 亮 輔・廣 本 敦 之・北 野 太 晟
上 田 仁 美・鈴 木 憲 治・山 下 裕 正
佐々木　孝・渡 邉 嘉 之・丸 山 雄 二
宮 城 泰 雄・石 井 庸 介

P − 8 Safe Surgical Removal of Left Ventricular Thrombus 
in a Patient with Dilated Cardiomyopathy and 
Severely Impaired Left Ventricular Function

付属病院心臓血管外科
武蔵小杉病院心臓血管外科

渡 邉 嘉 之・石 井 庸 介
前 田 基 博・村 田 智 洋・坂本俊一郎

P − 9 脳梗塞を契機に発見され盲腸癌術後リハビリ中に
POS 症状が顕在化し治療介入となった単心房形態
の超巨大心房中隔欠損症の１例

千葉北総病院心臓血管外科

付属病院心臓血管外科

神 谷 寛 登・川 瀬 康 裕・辻 　 杏 奈
小野田　翔・山 下 裕 正・藤 井 正 大
別 所 竜 蔵
石 井 庸 介

P − 10 多職種連携により早期心臓手術を施行した脳出血
合併感染性心内膜炎の１例

武蔵小杉病院心臓血管外科

付属病院心臓血管外科

村 田 智 洋・前 田 基 博・丸 山 雄 二
坂本俊一郎
渡 邉 嘉 之・石 井 庸 介

P − 11 体外循環下に上大静脈切除再建を施行した胸腺腫
瘍の１例

付属病院心臓血管外科

付属病院呼吸器外科

北 野 太 晟・白 川 　 真・網 谷 亮 輔
上 田 仁 美・廣 本 敦 之・鈴 木 憲 治
山 下 裕 正・佐々木　孝・渡 邉 嘉 之
宮 城 泰 雄・石 井 庸 介
園 川 卓 海・臼 田 実 男

P − 12 小児肺動脈弁付き人工血管の開口率評価
―弁形状・心拍数と順行性血流の関係―

医 学 部 第 ４ 学 年
付属病院心臓血管外科

富 所 史 織
鈴 木 憲 治・北 野 太 晟・網 谷 亮 輔
上 田 仁 美・廣 本 敦 之・白 川 　 真
山 下 裕 正・渡 邉 嘉 之・佐々木　孝
宮 城 泰 雄・石 井 庸 介

［一般演題］
Web発表：デジタルポスターまたはプレゼンテーション動画により、全演題をWeb上（医学
　　　　　会ホームページ・会員限定）にて発表します。
当日発表：「一般演題」の中から選抜した演題（約 30 演題）のプレゼンテーションを行います。
　　　　　日時：9 月 5 日（土）11：30 ～ 12：30
　　　　　会場：橘桜会館　3 階　SGL 室
詳細は、医学会ホームページにてご確認ください。
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P − 13 小児肺動脈弁付き人工血管における、弁葉形状の
違いによる弁機能評価

医 学 部 第 ４ 学 年
付属病院心臓血管外科

松田丁悠華
鈴 木 憲 治・北 野 太 晟・網 谷 亮 輔
上 田 仁 美・廣 本 敦 之・白 川 　 真
山 下 裕 正・渡 邉 嘉 之・佐々木　孝
宮 城 泰 雄・石 井 庸 介

P − 14 ラット薬剤性心筋障害モデルに対する肺動脈絞扼
術後の心筋への病理学的影響

医 学 部 第 ５ 学 年
心 臓 血 管 外 科 学

解 析 人 体 病 理 学

廣 瀬 　 穣
佐々木　孝・村 田 智 洋・網 谷 亮 輔
宮 城 泰 雄・石 井 庸 介
㓛刀しのぶ

P − 15 Experimental Study of the Cardioprotective Effects 
of Tofogliflozin, a Sodium-Glucose-Cotransporter 2 
inhibitor

付属病院心臓血管外科
千葉北総病院心臓血管外科

山 田 直 輝・石 井 庸 介
藤 井 正 大・別 所 竜 蔵 

P − 16 総抗コリン薬負荷が心不全患者の予後に与える影響 付 属 病 院 薬 剤 部
付属病院循環器内科

岩 出 佳 樹
久保田芳明

P − 17 ＊演者の申し出により取り下げ

P − 18 心筋炎を契機に多臓器免疫関連有害事象が明らか
となった Triple M syndrome の１例

付属病院心臓血管集中治療科

付属病院循環器内科

美甘真里奈・渡 邉 将 央・中 田 　 淳
宮 地 秀 樹・山 本 　 剛
太 良 修 平・浅 井 邦 也

P − 19 左冠動脈オフポンプ CABG 周術期に有意狭窄病変
のなかった右冠動脈の急性心筋梗塞による心室細
動を来した１例

中頭病院心臓血管外科
武蔵小杉病院心臓血管外科
付属病院心臓血管外科

茅 原 一 登
丸 山 雄 二・本 田 二 郎
石 井 庸 介

B 消化器
P − 20 虫垂子宮内膜症と虫垂神経腫の併存を認めた１例 付属病院消化器外科 𠮷 川 　 陸・岩 井 拓 磨・山 田 岳 史

上 原 　 圭・進 士 誠 一・横 山 康 行
菊 池 悠 太・林 　 光 希・松 田 明 久

P − 21 人工肛門増設術における腸管挙上性の術前評価の
検討

付属病院消化器外科

付 属 病 院 看 護 部

岸 田 憲 亮・岩 井 拓 磨・山 田 岳 史
上 原 　 圭・進 士 誠 一・横 山 康 行
松 田 明 久
稲 田 浩 美

P − 22 1 型自己免疫性膵炎を合併した膵管内乳頭粘液性
腫瘍の１例

付属病院消化器外科

付属病院病理診断科
博慈会記念総合病院
病 理 診 断 セ ン タ ー

長 澤 浩 平・吉 森 大 悟・松 下 　 晃
川 野 陽 一・清 水 哲 也・上 田 純 志
大 野 　 崇・松 田 明 久
大 橋 隆 治
清 水 道 生

P − 23 逆流性食道炎 改訂ロサンゼルス分類における
minimal change の臨床的・生理学的意義は不明
瞭である。

消 化 器 内 科 学 星 川 吉 正・門 馬 絵 理・星野慎太朗
川 見 典 之・岩 切 勝 彦・厚 川 正 則

P − 24 術前診断を過小評価した急性虫垂炎の臨床的特徴：
診断精度向上に向けた解析

付属病院消化器外科 馬 野 賢 一・岩 井 拓 磨・山 田 岳 史
上 原 　 圭・進 士 誠 一・横 山 康 行
香中伸太郎・菊 池 悠 太・松 田 明 久

P − 25 蛇行主膵管を伴う膵体尾部癌患者に対し膵液漏予
防目的に術前膵管ステントを留置した１例

付属病院消化器外科 宇都出　鷹・水 谷 　 聡・吉 岡 正 人
松 谷 　 毅・谷 合 信 彦・吉 田 　 寛

P − 26 セフメタゾールに起因する血液凝固障害が疑われた
１例

付属病院消化器外科 越 智 　 杏・鈴 木 幹 人・櫻 澤 信 行
萩 原 信 敏・向 後 英 樹・小 森 啓 正
松 田 明 久

P − 27 胃切除術後の内ヘルニア解除後に発症した虚血性
空腸狭窄の１例 

付属病院消化器外科 重 田 志 織・向 後 英 樹・櫻 澤 信 行
萩 原 信 敏・小 森 啓 正・鈴 木 幹 人
松 田 明 久

P − 28 改良型CART(KM-CART)を導入し化学療法を施行し
得た、難治性腹水を有する進行大腸癌の治療成績

付属病院消化器外科 顧 　 大 地
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P − 29 出血性肝嚢胞と鑑別が困難であった肝未分化肉腫
の１例

付属病院消化器外科 長谷川　健・上 田 純 志・川 野 陽 一
松 下 　 晃・清 水 哲 也・大 野 　 崇
吉 森 大 悟・松 田 明 久

P − 30 腸間膜対側に発生した小腸 GIST の捻転により腹
腔内出血を来し緊急手術を施行した１例

付属病院消化器外科 藤 田 　 和・菊 池 悠 太

C 呼吸器　　　
P − 31 進行肺腺癌治療中に出現した多発結節影に対し

気管支鏡洗浄検査を契機に ALIS 導入に至った肺
MAC 症の１例

千葉北総病院呼吸器内科

千葉北総病院病理部
呼吸器・腫瘍内科学

山 口 里 帆・青 山 純 一・寺 師 直 樹
岡 野 哲 也
羽 鳥 　 努
清 家 正 博

P − 32 Flail chest を伴う外傷性肺ヘルニアに対して胸壁
形成術を施⾏した１例

付属病院⾼度救命救急センター

救 急 医 学 教 室
付属病院消化器外科

⻑⾕川和洋・中 江 ⻯ 太・⾦ 　 史 英
増 野 智 彦
横 堀 將 司
松 田 明 久

D 腎臓・内分泌・代謝
P − 33 代謝性肝疾患の性差を生み出す肝脂質代謝制御プ

ログラムの解明
生化学・分子生物学

（ 分 子 遺 伝 学 ）
菱 川 大 介・佐 藤 博 文・豊 島 翔 太
酒井真志人

P − 34 腹膜透析を継続しながら化学療法を施行し，完全寛
解を得た急性骨髄性白血病の１例

内分泌代謝・腎臓内科学 市 来 直 也・下田奈央子・荒 谷 紗 絵
平 間 章 郎・柏 木 哲 也・岩 部 真 人

P − 35 嚢胞成分を伴う副甲状腺腫瘍による原発性副甲状
腺機能亢進症の４例

内分泌代謝・腎臓内科学 貝 塚 香 穂・山 口 祐 司・長 峯 朋 子
福田いずみ・岩 部 真 人

P − 36 代謝性炎症環境におけるマクロファージの炎症制御
能の破綻と FROUNT による IL-10 調節作用

医 学 部 第 ５ 学 年
解 析 人 体 病 理 学

共同研究施設形態解析研究室
統御機構診断病理学

横田奈津美
高熊将一朗・梶 本 雄 介・寺 崎 美 佳
㓛刀しのぶ・寺 崎 泰 弘
遠 田 悦 子
大 橋 隆 治

P − 37 当院で経験した小児・若年バセドウ病手術 24 例の
検討

付属病院内分泌外科 伊 藤 　 良・阿 部 武 司・數 阪 広 子
銭 　 真 臣・齋藤麻梨恵・長 岡 竜 太
軸 薗 智 雄・杉 谷 　 巌

P − 38 Fontan 循環における急性腎障害に対する CHDF
導入の経験

榊 原 記 念 病 院 秋 月 　 響・和 田 直 樹

E 脳神経・末梢神経・精神
P − 39 重症筋無力症に対する即効性治療による感染の頻

度および感染リスクの検討
付属病院脳神経内科

千葉北総病院脳神経内科
東京労災病院脳神経内科

山本せり夏・林 　 俊 行・櫻 井 星 羅
坂 本 路 果・須 田 　 智
戸 田 諭 補
藤 澤 洋 輔

P − 40 独立行政法人労働者健康安全機構病職歴データを
用いた COVID-19 入院患者における認知症患者の
変遷

東京労災病院脳神経内科
神 経 内 科 学

藤 澤 洋 輔・三 品 雅 洋
須 田 　 智

P − 41 IL-25 発現アデノ随伴ウイルスベクターによる多発
性硬化症モデルマウスの遺伝子治療

神 経 内 科 学 
臨 床 検 査 医 学
共同研究施設臨床系研究室

古 寺 紘 人・須 田 　 智
仁藤智香子
齊 藤 萌 子・鷹 取 美 雪

P − 42 Guillain-Barré 症候群における診断基準の比較検討 新百合ヶ丘総合病院 
脳 神 経 内 科 
付属病院脳神経内科

深 澤 美 樹

林 　 俊 行・櫻 井 星 羅・須 田 　 智
P − 43 脳卒中プレホスピタルスケール「脳卒中 S 判定」の

有用性の検証
医 学 部 第 ５ 学 年
付属病院脳神経内科

田 路 梨 苑
片 野 雄 大・下 山 　 隆・須 田 　 智

P − 44 担癌患者に合併した脳出血の臨床的特徴 千葉北総病院脳神経内科
付属病院脳神経内科

渡 邊 開 斗
片 野 雄 大・下 山 　 隆・須 田 　 智
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P − 45 中大脳動脈 M1 閉塞に対する血栓回収療法におい
て，術前頭部 MRA における患側 PCA の良好な描
出は長期転帰良好に関連する．

埼玉医科大学国際医療センター
脳 卒 中 内 科
付属病院脳神経内科

武蔵小杉病院脳神経内科
多摩永山病院脳神経内科

正田創太郎

坂 本 悠 記・沼尾紳一郎・片 野 雄 大
須 田 　 智
鈴木健太郎
齊 藤 智 成

P − 46 ラット中大脳動脈閉塞再灌流モデルにおける
FROUNT 阻害薬 Disulfiram の脳保護効果

共同研究施設臨床系研究室
脳 神 経 外 科 学
脳 神 経 内 科 学
臨 床 検 査 医 学

齋 藤 萌 子
久保田麻紗美
髙 橋 史 郎・古 寺 紘人・須 田 　 智
仁藤智香子

P − 47 動眼神経麻痺で発症したコイル塞栓術後再発内頚
動脈瘤に対し RA graft 併用 proximal ligation を
施行した１例

付属病院脳神経外科 髙 木 弘 毅・白 銀 一 貴・亦 野 文 宏
藤 田 翔 吾・安 達 康 尊・今 岡 冴 月
富 田 恵 実・生天目かおる・喜多村孝雄
梅 岡 克 哉・村 井 保 夫

P − 48 STA-MCA double bypass 併用下に摘出した中大
脳動脈末梢部大型血栓化動脈瘤の１例

付属病院脳神経外科 藤 田 翔 吾・亦 野 文 宏・安 達 康 尊
喜多村孝雄・白 銀 一 貴・村 井 保 夫

P − 49 神経障害性疼痛において H19 長鎖非コードRNAは
シュワン細胞の炎症反応を調節する

医 学 部 第 ５ 学 年
共同研究施設実験動物管理室
薬 理 学

代 田 琢 人
丸 山 基 世
荒 川 亮 介・坂 井 　 敦

P − 50 コロナ禍における高度救命救急センターに搬送さ
れた若年自殺未遂者に関する検討

付属病院精神神経科 佐々木　瞭・大 髙 靖 史・成重竜一郎
野 上 　 毅・舘 野 　 周

F アレルギー・膠原病
P − 51 国際筋炎評価・臨床研究グループ（IMACS）ガイ

ドラインに基づく特発性炎症性筋疾患患者の悪性
腫瘍リスク分類の妥当性

アレルギー膠原病内科学
強皮症・筋炎先進医療センター

山本晋太郎・吉 田 　 晃・五 野 貴 久
桑 名 正 隆

G 乳房・乳腺
P − 52 C 末端欠損型ESR1変異体は非古典的経路を恒常的

に活性化する。
解剖学・神経生物学
佛教大学保健医療技術学部
理 学 療 法 学 科

石 井 寛 高・服部裕次郎
小 澤 一 史

P − 53 副乳癌に炎症性乳癌様の皮膚症状を呈した１例 付 属 病 院 乳 腺 科

付属病院病理診断科

桂 　 瑠 衣・栗 田 智 子・田 村 美 樹
山 川 珠 実・佐 野 恵 美・眞鍋恵理子
武 井 寛 幸・藤 井 孝 明
大 橋 隆 治

H 泌尿器
P − 54 高度肥満によりロボット支援腹腔鏡下根治的前立

腺摘除術を断念し開腹手術を施行した１例
付 属 病 院 泌 尿 器 科 髙 松 　 薫・長谷川裕也・柳 　 雅 人

高 舘 真 美・三 神 　 晃・武 田 隼 人
遠 藤 勇 気・戸 山 友 香・赤 塚 　 純

I 皮膚・美容
P − 55 糖尿病性足壊疽患者に対する骨髄露出による小切

断についての検討
多摩永山病院皮膚科
付 属 病 院 皮 膚 科
千葉北総病院皮膚科

刀 祢 勇 樹
帆 足 俊 彦・大 谷 咲 貴・佐 伯 秀 久
神田奈緒子

P − 56 Bowen 病に合併したメルケル細胞癌の１例：複合
皮膚腫瘍における発生機序の考察

武蔵小杉病院形成外科
形 成 再 建 再 生 医 学

皆川 　 舜・桑 原 大 彰・赤 石 諭 史
小 川 　 令

P − 57 振動刺激が発毛を促す 形 成 再 建 再 生 医 学
医 学 部 第 ６ 学 年
次世代メカノバイオ医療講座
薬 理 学

山 本 寛 也・小 川 　 令
甲 田 絢 子
高 田 弘 弥・魚 返 拓 利
坂 井 　 敦
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P − 58 シスタチオニン-γ-リアーゼ高発現はがん細胞のフェロ
トーシス誘導剤感受性を予測する

先 端 医 学 研 究 所
生体機能制御学部門
付 属 病 院 皮 膚 科
皮 膚 粘 膜 病 態 学
統御機構診断病理学
生 体 機 能 制 御 学

三 浦 奈 美

山 田 麻 以・帆 足 俊 彦
佐 伯 秀 久
大 橋 隆 治
本 田 一 文

J 形成・再建
P − 59 画像上表在性平滑筋肉腫との鑑別を要した Poroid 

hidradenoma の１例
多摩永山病院形成外科
付 属 病 院 形 成 外 科・
再建外科・美容外科

向 井 桜 子・藪 野 雄 大
小 川 　 令

P − 60 動脈端々吻合における口径比と壁面ずり応力（WSS）
の定量的関係

武蔵小杉病院形成外科
形 成 再 建 再 生 医 学

赤 石 諭 史・金 子 繭 子・松 永 宜 子
池 上 麻 衣・小 川 　 令

P − 61 食道再建における遊離空腸移植で左胃大網動静脈を
レシピエント血管として使用した１例

付 属 病 院 形 成 外 科・
再建外科・美容外科

多賀麻里絵・梅 澤 裕 己・近 藤 　 暁
小 川 　 令

P − 62 オートロジェルシステム® により治癒を得た難治性
創傷の２例

千葉北総病院形成外科

形 成 再 建 再 生 医 学

髙田明日香・石 井 暢 明・落 　 智 博
遠藤竜一郎・岡 和 佳 奈・前 田 　 拡
曽 我 真 礼
小 川 　 令

P − 63 術前生検で耳介有棘細胞癌の診断であった
Basosquamous carcinoma の１例

千葉北総病院形成外科
形 成 再 建 再 生 医 学

岡 和 佳 奈・石 井 暢 明
小 川 　 令

P − 64 診断に苦慮した下腿皮膚線維腫の１例 千葉北総病院形成外科

形 成 再 建 再 生 医 学

前 田 　 拡・石 井 暢 明・落 　 智 博
髙田明日香
小 川 　 令

P − 65 発汗制御による腋臭症治療の新展開：原発性腋窩多
汗症を合併した腋臭症に対するソフピロニウム臭化
物の臨床効果

武蔵小杉病院形成外科
付 属 病 院 形 成 外 科・
再建外科・美容外科

桑 原 大 彰・久保村　憲・赤 石 諭 史
小 川 　 令

P − 66 当院における高齢者熱傷の特徴についての検討 付 属 病 院 形 成 外 科・
再建外科・美容外科

秋 山 　 豪・小 野 真 平・小 川 　 令

P − 67 ティッシュエキスパンダーが長期留置された症例の
経験

大森赤十字病院形成外科
形 成 再 建 再 生 医 学

井上真梨子・須 賀 円 香
小 川 　 令

P − 68 肩甲皮弁生着後に下腿切断へ至った重症下肢虚血に
伴う前足部壊死の１例―術後管理の課題―

多摩永山病院形成外科

形 成 再 建 再 生 医 学

吉 川 裕 二・藪 野 雄 大・戸 田 英 里
額賀佐和子・向 井 桜 子・中 島 大 智
小 川 　 令

P − 69 性別不合患者に対する性別適合手術後の Medical 
Tattoo の活用

行徳総合病院形成外科
形 成 再 建 再 生 医 学

中村加奈恵・櫻 井 　 透
小 川 　 令

P − 70 日本医科大学におけるケロイド・肥厚性瘢痕の最新
治療〜コツからピットフォールまで〜

形 成 外 科 学 小 川 　 令・土 肥 輝 之・土佐眞美子
西 條 優 作

P − 71 術後放射線治療を回避し得た小児合趾症術後足趾
ケロイドの１例

付 属 病 院 形 成 外 科・
再 建 外 科・美 容 外 科
東海大学医学部外科学系形成外科

野 呂 邦 彦・小 川 　 令

飯 田 麻 子
P − 72 再建外科における大胸筋（皮）弁の役割 付 属 病 院 形 成 外 科・

再建外科・美容外科
梅 澤 裕 己・近 藤 　 暁・多賀麻里絵
小 川 　 令

P − 73 乳児血管腫における潰瘍化の外的リスク因子の検討
～臨床スコアリングシステムの構築～

武蔵小杉病院形成外科
形 成 再 建 再 生 医 学

澤 田 玲 奈・西本あか奈・赤 石 諭 史
小 川 　 令

P − 74 免疫性血小板減少症を合併した乳癌に対し DIEP 
flap による一次一期再建を施行した１例

大森赤十字病院形成外科
付 属 病 院 形 成 外 科・
再建外科・美容外科

須 賀 円 香・井上真梨子
多賀麻里絵・出 口 祐 樹・小 川 　 令

P − 75 外傷創におけるWound Bed Preparation: DACC
コーティングドレッシングの現在のエビデンスと
将来の可能性

付 属 病 院 形 成 外 科・
再建外科・美容外科

小 野 真 平・秋 山 　 豪・小 川 　 令

P − 76 頬部に生じた皮膚原発疣状癌の１例 多摩永山病院形成外科

形 成 再 建 再 生 医 学

中 島 大 智・藪 野 雄 大・向 井 桜 子
額賀佐和子・吉 川 裕 二・戸 田 英 里
小 川 　 令
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P − 77 乳癌術後の難治性放射線潰瘍に対する広背筋皮弁
再建の経験

武蔵小杉病院形成外科
形 成 外 科 学 教 室
形 成 再 建 再 生 医 学

松 永 宜 子・赤 石 諭 史
外 薗 　 優
梅 澤 裕 己・小 川 　 令

P − 78 ケロイド真皮浅層における Glomeruloid body 様
血管構造と EndMT の関連

形 成 外 科 学 教 室
先 端 医 学 研 究 所
病 態 解 析 学 部 門

西 條 優 作・土 肥 輝 之・小 川 　 令
石 井 智 裕・髙 野 晴 子・福 原 茂 朋

P − 79 踵骨骨髄炎に対し陰圧閉鎖療法と局所創傷管理に
より歩行機能を温存した１例

付属病院形成外科・
再建外科・美容外科
武蔵小杉病院形成外科
八潮中央総合病院形成外科
大森赤十字病院形成外科

大 地 洋 輔・土佐眞美子・小 川 　 令

新 井 隆 之・皆 川 　 舜
尾 高 紗 也
須 賀 円 香

P − 80 腋臭症術後の皮下索状瘢痕に伴う拘縮（Axillary 
Web Syndrome）の治療経験５例

武蔵小杉病院形成外科
形 成 再 建 再 生 医 学

久保村　憲・桑 原 大 彰・赤 石 諭 史
小 川 　 令

P − 81 DIEP flap 乳房再建における静脈吻合器径および皮
弁重量と術後合併症との関連性の検討

付属病院形成外科・
再建外科・美容外科
形 成 外 科 学 教 室

出 口 祐 樹・多賀麻里絵・小 川 　 令

青 木 宏 信
P − 82 浅筋膜縫合練習モデルの作成 千葉北総病院形成外科

形 成 再 建 再 生 医 学
石 井 暢 明
小 川 　 令

P − 83 Complex Elbow Instability に対するヒンジ付き創
外固定による治療経験

名古屋掖済会病院整形外科/ 
手外科・手外科 / マイクロ 
サ ー ジ ャ リ ー セ ン タ ー
形 成 外 科 学

張 　 萌 雄

小 野 真 平・小 川 　 令
P − 84 食道癌術後難治性吻合不全に対し遊離空腸再建を

施行した 2 例
付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

池 上 麻 衣・近 藤 　 曉・梅 澤 裕 己
小 川 　 令

P − 85 リハビリメイク介入による QOL 改善効果―WHO 
QOL-26 を用いた高齢女性と非高齢女性の比較―

形 成 外 科 学 教 室
形 成 再 建 再 生 医 学
R E I K O  K A Z K I

神 田 真 志・小 野 真 平
小 川 　 令
かづきれいこ

P − 86 前頭部先天性色素性母斑に対し Z 切開による皮膚
の術中拡張を施行した１例

神栖済生会病院形成外科
形 成 再 建 再 生 医 学

松 波 香 子
石 井 暢 明・久保元志郎・小 川 　 令

P − 87 VR ゴーグルによるレーザー施術時の視野確保と安
全性

花と森の東京病院形成外科
形 成 外 科 学 教 室

伊 藤 賢 奎
小 川 　 令

P − 88 2 型糖尿病患者のフルニエ壊疽後に肛門管癌を認
めた１例

千葉北総病院形成外科
形 成 再 建 再 生 医 学

遠藤竜一郎・石 井 暢 明
小 川 　 令

P − 89 上口唇肥厚性瘢痕に対する外側回転皮弁と術後ス
テロイド療法の１例―術式選択と後療法の意義―

付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

前 田 宏 輔・土 肥 輝 之・野 呂 邦 彦
河野このみ・小 川 　 令

P − 90 下眼瞼牽引靭帯前後層間への眼輪筋転移術による
下眼瞼内反症矯正術の２例

千葉北総病院形成外科
形 成 再 建 再 生 医 学

落 　 智 博・石 井 暢 明
小 川 　 令

P − 91 陥入爪とレトロニキアの手術症例における体格
（BMI）との関連

武蔵小杉病院形成外科
形 成 再 建 再 生 医 学

長 澤 大 輝・桑 原 大 彰・赤 石 諭 史
小 川 　 令

P − 92 Muscle-Shift Technique Using an Anterolateral 
Thigh Flap for Extensive Scalp Reconstruction

八潮中央総合病院形成外科
付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

尾 高 紗 也
近 藤 　 曉・梅 澤 裕 己・渡 邊 　 陸
新 井 隆 之・小 川 　 令

P − 93 球後出血に伴う眼窩コンパートメント症候群に対
する緊急眼窩減圧術の検討

湘南鎌倉総合病院形成外科

形 成 外 科 学 教 室

尾関紗耶佳・上 田 百 蔵・加来知恵美
中 曽 草 馬・青 木 献 広
小 川 　 令

P − 94 ケロイドを伴い再発を繰り返した胸部神経線維腫の
１例

千葉北総病院形成外科

形 成 再 建 再 生 医 学

曽 我 真 礼・石 井 暢 明・落 　 智 博
髙田明日香
小 川 　 令

P − 95 頬部に発生した軟骨性汗管腫の１例 付属病院形成外科・
再建外科・美容外科

木 村 玲 鳳・神 田 真 志・藤 田 千 旺
秋 山 　 豪・江 浦 重 義・小 川 　 令

P − 96 組織学的に IgG4 関連疾患が疑われたが、血清
IgG4 高値を認めず抗核抗体陽性を示した頬部皮下
腫瘤の１例

越谷誠和病院形成外科
形 成 外 科 学 教 室

金 子 諒 平・加 藤 大 敢
小 川 　 令
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P − 97 ステロイド長期内服患者に生じた下肢の血腫後皮
膚潰瘍の治療経験

付 属 病 院 形 成 外 科・
再建外科・美容外科
千葉北総病院形成外科

河野このみ・小 川 　 令

石 井 暢 明・落 　 智 博
P − 98 Long nasolabial distant flap を使用した鼻尖部と

鼻翼部の整容的再建
湘南鎌倉総合病院形成外科

付 属 病 院 形 成 外 科・
再 建 外 科・ 美 容 外 科

額賀佐和子・上 田 百 蔵・尾関紗耶佳
中 曽 草 馬・加来知恵美
小 川 　 令

P − 99 Stacked PAP flap 乳房再建における血管茎延長戦
略：計画的pASVグラフトを全ての血管吻合に用いた 
１例

付 属 病 院 形 成 外 科・
再建外科・美容外科
形 成 外 科 学 教 室

山﨑真由子・多賀麻里絵・出 口 祐 樹
小 川 　 令
青 木 宏 信

P−100 腹会陰式直腸切断術後の後大腿皮弁再建で骨盤神
経叢断端を被覆し機能温存を図った１例

武蔵小杉病院形成外科
形 成 外 科 学 教 室
形 成 再 建 再 生 医 学
八潮中央総合病院形成外科

新 井 隆 之
近 藤 　 曉・梅 澤 裕 己・渡 邊 　 陸
小 川 　 令
尾 高 紗 也

P−101 術後治療を見据えた骨盤内臓全摘術後再建における
腹直筋皮弁の有用性

付 属 病 院 形 成 外 科・
再建外科・美容外科

宮 園 泰 輔・近 藤 　 曉・梅 澤 裕 己
小 川 　 令

P−102 当院における全身麻酔下鼻骨骨折整復固定術の５
年間の治療成績―後方視的検討―

付 属 病 院 形 成 外 科・
再建外科・美容外科

辻 野 伸 明・小 野 真 平・小 川 　 令

P−103 Clinical Evaluation of Anterolateral Thigh Flap 
Reconstruction for Perineal and Pelvic Floor 
Defects After Pelvic Exenteration

付 属 病 院 形 成 外 科・
再建外科・美容外科

近 藤 　 曉・梅 澤 裕 己・小 川 　 令

P−104 病理組織学的に表皮との連続性を認めなかった悪
性増殖性外毛根鞘性嚢腫の１例

神栖済生会病院形成外科
形 成 再 建 再 生 医 学

黒 川 優 太
小 野 真 平・小 川 　 令

P−105 難治性糖尿病性足潰瘍に対する新たな治療選択肢
―EPIFIX® 使用の１例―

湘 南 鎌 倉 総 合 病 院
形成外科・美容外科
形 成 再 建 再 生 医 学

中 曽 草 馬・上 田 百 蔵・加来知恵美
尾関紗耶佳・青 木 献 広
小 川 　 令

P−106 仙骨合併骨盤内臓全摘術後の広範囲欠損に対し部
位別再建を行った１例

付 属 病 院 形 成 外 科・
再建外科・美容外科

山 下 尊 嗣・近 藤 　 暁・梅 澤 裕 己
小 川 　 令

P−107 低コスト眼瞼下垂症手術（挙筋前転法）トレーニング
モデルの開発～百聞は一瞼に如かず～

武蔵小杉病院形成外科

形 成 再 建 再 生 医 学

川 嶋 乃 笑・久保村　憲・松 永 宜 子
桑 原 大 彰・赤 石 諭 史・西本あか奈
皆 川 　 舜
小 川 　 令

P−108 IV 型コラーゲン分子の局在にみるケロイド線維化
機構の解析

付 属 病 院 形 成 外 科・
再建外科・美容外科
次世代メカノバイオ医療講座
武蔵小杉病院形成外科

市野瀬志津子・土 肥 輝 之・西 條 優 作
小 川 　 令
魚 返 拓 利・高 田 弘 弥
赤 石 諭 史

P−109 ケロイドと診断され治療されていた
Dermatofibrosarcoma protuberans の１例

付 属 病 院 形 成 外 科・
再建外科・美容外科

豊 原 瑛 理・土佐眞美子・渡 邊 　 陸
小 川 　 令

P−110 乳児期に発症した多発型化膿性肉芽腫の臨床的特
徴と治療選択―冷凍凝固治療の再評価―

武蔵小杉病院形成外科
形 成 再 建 再 生 医 学

西本あか奈・赤 石 諭 史
小 川 　 令

P−111 なぜ扁平母斑のレーザー治療は難しいのか？
―同一母斑を用いた４種のレーザー照射後反応の
病理学的比較―

武蔵小杉病院形成外科
形 成 再 建 再 生 医 学
武蔵小杉病院皮膚科

井 上 遥 陽・西本あか奈・赤 石 諭 史
小 川 　 令
伊 東 慶 悟

P−112 真皮への張力を軽減する深層減張縫合
―吸収性有棘縫合糸の浅筋膜・帽状腱膜への応用

付 属 病 院 形 成 外 科・
再建外科・美容外科

土 肥 輝 之・小 川 　 令

P−113 トランスジェンダー男性に対する膣粘膜移植を用
いた陰茎形成の経験

行徳総合病院形成外科
形 成 外 科 学 教 室

櫻 井 　 透・中村加奈恵
小 川 　 令

P−114 舌切除後再建における頤舌骨筋および甲状舌骨筋
の機能的温存が嚥下機能に及ぼす影響の検討

が ん・ 感 染 症 セ ン タ ー 
都立駒込病院形成再建外科
行徳総合病院形成外科
形 成 再 建 再 生 医 学

岩 永 洋 平

小 川 　 令
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K 女性・小児・生殖
P−115 甲状腺クリーゼ・重症心不全を契機に診断され、

治療介入時期の判断に苦慮した high-risk GTN の
１例

付属病院女性診療科・産科 安 部 成 美・坂 田 明 子・橋 都 　 薫
山 寺 　 岳・奥 田 直 史・松 田 　 繁
可世木華子・平 池 　 修・豊 島 将 文
桑 原 慶 充

P−116 腎生検で確定診断された腎疾患の変遷 付 属 病 院 小 児 科 小 林 光 一・柳 原 　 剛・渡瀬絵里加
宮 村 能 子

L 整形・スポーツ・リハビリ
P−117 食道がん術後の嚥下障害に対して頭部回旋嚥下が

有効であった２症例
付属病院リハビリテーション科

付属病院消化器外科
武蔵小杉病院リハビリテーション科

角 南 英 子・池 田 　 聡・四 津 有 人
李 　 　 卿・青柳陽一郎
萩 原 信 敏
北 川 恒 実

M 目・耳・鼻・喉
P−118 視野障害を契機に診断された下垂体炎による圧迫性

視神経症
付 属 病 院 眼 科 宮 岡 夏 子・富 山 竜 帆・岡 本 史 樹

P−119 成人になって診断された骨形成不全症の１例 千葉北総病院耳鼻咽喉科 伊 藤 大 志

N 病理・検査・検診
P−120 飼い猫より自然排出された猫条虫様寄生虫の１例 千葉北総病院中央検査室 谷 口 惠 理・桑 原 沙 綺・若松 孝 嘉

田 中 信 之
P−121 心室不整脈を伴う拡張型心筋症における心筋組織

内の神経分布の検討
医 学 部 第 ４ 学 年
統御機構診断病理学

付属病院循環器内科
薬 理 学 教 室

中 村 晃 祐
宮 崎 　 海・堂本裕加子・藤 井 雄 文
大 橋 隆 治
蜂須賀誠人・岩 﨑 雄 樹・浅 井 邦 也
坂 井 　 敦

P−122 29Si- 固体 NMR 分析による珪素由来の Si 検出と溺
死診断法への応用に関する検討

法 医 学

共同研究施設磁気共鳴分析室

崔 　 范 来・平 川 慶 子・由 井 奏 子
今田トモ子・金 涌 佳 雅
沖 原 　 香

P−123 脂肪負荷を行った糖尿病モデルマウス血清の NMR
モード解析

法 医 学

共同研究施設磁気共鳴分析室

由 井 奏 子・平 川 慶 子・今田トモ子
金 涌 佳 雅 
沖 原 　 香

P−124 死後髄液からの死因診断を目的とした、ケモメト
リクスを用いたNMR 分析法の有用性に関する検討

共同研究施設磁気共鳴分析室
法 医 学

沖 原 　 香・平 川 慶 子
由 井 奏 子・今田トモ子・金 涌 佳 雅

P−125 RhD 陰性患者への MTP 対応における心理的障壁
の克服～症例経験に基づく即時的教育の有用性～

付 属 病 院 輸 血 部
付属病院臨床検査部
付属病院救命救急科

宮 原 一 真・井 上 　 淳・由 井 俊 輔
黒 岩 優 輝・永 田 則 子・渡 辺 敬 志
岡 田 一 郎

P−126 心臓転移を伴い，急速な転帰を辿った肉腫様変化を
示す進行性腎盂癌の１例

付属病院臨床検査部

付属病院循環器内科
付 属 病 院 泌 尿 器 科
付属病院病理診断科

石 嶋 美 樹・秋 山 智 美・遠 藤 康 実
井 上 　 淳
内山沙央里
長谷川裕也
寺 崎 泰 弘

P−127 心房性ナトリウム利尿ペプチド（ANP）の組織内
分布と線維化に関する検討

医 学 部 第 ５ 学 年
統御機構診断病理学

渡 邊 千 昭
宮 崎 　 海・堂本裕加子・石 野 孔 佑
藤 井 雄 文・北 村 妙 子・大 橋 隆 治
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O 放射線・画像・AI
P−128 臨床写真解析によるケロイド治療前後の病変内評価 付属病院 形成外科・

再建外科・美容外科
比留間　英・土 肥 輝 之・小 川 　 令

P−129 4D Flow MRIを用いた胸部大動脈瘤TEVAR前後の
血流エネルギー損失評価と動脈瘤形態解析

千葉北総病院放射線科

付 属 病 院 放 射 線 科

千葉北総病院心臓血管外科

八 方 政 豪・嶺 　 貴 彦・池 田 慎 平
上 嶋 　 聡
関 根 鉄 朗・柳 原 良 樹・林 　 宏 光
汲田伸一郎
川 瀬 康 裕・藤 井 正 大

P 救急・集中治療・麻酔
P−130 困 難 気 道 患 者 に お け る Transnasal Humidified 

Rapid-Insufflation Ventilatory Exchangeを用いた 
麻酔導入の安全性：11 症例の経験

疼 痛 制 御 麻 酔 科 学 山本真記子・石 川 真 士

P−131 学校管理下における熱中症死亡の疫学的特徴：19
年間のデータベース解析

医 学 部 第 ４ 学 年
付属病院高度救命救急センター
救 急 医 学 教 室

齋藤壮司朗・森 　 　 龍
五十嵐　豊・坂本和嘉子
横 堀 將 司

P−132 胸部大動脈瘤の右胸腔への破裂によりCPAとなった
１例

多摩永山病院救命救急センター

救 急 医 学 教 室

山 田 洋 輝・富 田 恵 実・田 中 知 恵
佐 藤 　 慎・金 子 純 也・福 田 令 雄
北 橋 章 子・久 野 将 宗
横 堀 將 司

P−133 レストランにおける窒息の疫学的特徴とバイスタ
ンダー介入の課題：MOCHI registry の二次解析

医 学 部 第 ４ 学 年
付属病院高度救命救急センター
救 急 医 学 教 室

森 　 　 龍
五十嵐　豊
横 堀 將 司

P−134 救急隊到着前における逐次的異物除去手技の累積
効果：MOCHI registry 二次解析

付属病院高度救命救急センター

救 急 医 学 教 室

瀬戸口貴昭・五十嵐　豊・須賀涼太郎
中 江 竜 太
横 堀 將 司

Q 総合診療・地域医療
P−135 当院のがん化学療法におけるトレーシングレポー

トの現状分析〜診療科別の報告傾向と連携充実加
算の算定実績〜

多摩永山病院薬剤部 梅 津 海 王・吉 田 真 人・近 藤 匡 慶
菅 谷 量 俊・林 　 太 祐

P−136 正常心機能だが持続的トロポニン高値を伴う発熱
患者への診断アプローチ

医 学 部 第 ５ 学 年
付属病院総合診療科

小久保佳織
丸 岡 康 信・小野寺麻加・飯 盛 　 月
渥 美 裕 太・桐 木 園 子・須 崎 　 真
若 栗 大 朗・松 田 直 人・小野寺直子
兵 働 英 也・高 木 　 元

Ｒ 薬剤・薬理
P−137 血液悪性腫瘍患者における Venetoclax と

Isavuconazole 併用時の血漿中濃度に関する検討
付 属 病 院 血 液 内 科 勝山友里菜・由 井 俊 輔・松 本 菜 々

脇 田 知 志・山 口 博 樹
P−138 薬毒物情報の領域横断的集積化へ向けた試み 医 療 管 理 学

統御機構診断病理学
国際医療福祉大学法医学
形 成 再 建 再 生 医 学

植 草 協 子
石 野 孔 祐
山 口 晃 志
小 川 　 令

P−139 がん患者に用いる便秘治療薬の内服困難時における
簡易懸濁法を含む経管投与への適応可否に関する調
査活動報告 

付 属 病 院 薬 剤 部 宇波奈央子・伊 勢 雄 也

P−140 当院における医薬品使用の実態調査 付 属 病 院 薬 剤 部 福島与詩香・渡邉友起子・岸 田 悦 子
伊 勢 雄 也

P−141 当院における Infusion Reaction の実態調査（2025
年度）

付 属 病 院 薬 剤 部 渡邉友起子・福島与詩香・岸 田 悦 子
伊 勢 雄 也



− 15 −

S 解剖・発生・遺伝
P−142 尿沈渣におけるマルベリー小体の検出を契機に診断

に至った遅発型ファブリー病のスリランカ人兄弟の
１例

千葉北総病院中央検査室 桑 原 沙 綺・谷 口 惠 理・若 松 孝 嘉
田 中 信 之

Ｔ 生理・生化
P−143 アルミニウム含有食品添加物は腸上皮細胞におい

て NLRP3非依存的な炎症性細胞死シグナルを誘導
する

微 生 物 学・ 免 疫 学 若林あや子・森 田 林 平

P−144 プロトカドヘリン15 の欠損はマウス視細胞における
視覚情報伝達を低下させる

生理学（システム生理学） 石 井 俊 行・加 藤 大 輔

P−145 心エコー検査を契機に発見された成人大動脈縮窄
症の１例

武蔵小杉病院中央検査室

武蔵小杉病院循環器内科

山田ひとみ・渡 邊 　 海・水 谷 行 伸
間 宮 一 夫・植 田 高 弘
細 川 雄 亮

P−146 MALAT1, a Canonical Nuclear lncRNA, Controls 
Human Macrophage Inflammation through 
Mitochondrial HADHB

東京大学医学系研究科
先進循環器病学部門
先端医学研究所細胞生物学部門

Yuxiang Liu

岩 井 佳 子
P−147 乳成分によるヒト組織非特異型アルカリホスファ

ターゼのリフォールディング作用：液相系における 
新規定量評価系の構築

医 学 部 第 ４ 学 年
共同研究施設形態解析研究室
生化学・分子生物学

（ 代 謝・ 栄 養 学 ）

佐 藤 　 祐・千 葉 智 也・表 迫 尚 優
松 村 智 裕
岩 崎 俊 雄・草 野 輝 男

P−148 ヒト組織非特異型アルカリホスファターゼの液相
リフォールディング条件の最適化と酵素反応速度
論的解析

医 学 部 第 ４ 学 年
生化学・分子生物学 

（ 代 謝・ 栄 養 学 ）
共同研究施設形態解析研究室

千 葉 智 也・佐 藤 　 祐・表 迫 尚 優
草 野 輝 男・岩 崎 俊 雄

松 村 智 裕
P−149 変性ヒト組織非特異型アルカリホスファターゼの

リフォールディング促進成分同定に向けた植物性
乳成分の比較検討

医 学 部 第 ４ 学 年
生化学・分子生物学 

（ 代 謝・ 栄 養 学 ）
共同研究施設形態解析研究室

表 迫 尚 優・千 葉 智 也・佐 藤 　 祐
草 野 輝 男・岩 崎 俊 雄

松 村 智 裕
P−150 IBS モデルラットにおける CRF 投与後の迷走神経節

pCREB 発現の解析
医 学 部 第 ４ 学 年
生理学（生体統御学）

小 林 由 佳
眞野あすか・柿 沼 由 彦

P−151 Involvement of N-glycosylation of CADM1 in its 
trans-homophilic interaction

先端医学研究所分子生物学部門 笠 井 　 優・村 上 善 則

P−152 代謝型グルタミン酸受容体 6 型の細胞膜表面発現
と機能およびシナプス接着分子との結合における
N 型糖鎖修飾の役割

生理学（システム生理学） 赤 木 　 巧・荻 原 郁 夫・加 藤 大 輔
金 田 　 誠

U 創傷治癒・再生
P−153 再上皮化部位から再発したケロイドの１例

―ケロイドにおける表皮-真皮間相互作用の臨床的
考察―

付属病院形成外科・
再建外科・美容外科
武蔵小杉病院形成外科

渡 邊 　 陸・西 條 優 作・小 川 　 令

赤 石 諭 史
P−154 創縁形状が最前列細胞の配向と集団遊走に及ぼす

影響
次世代メカノバイオ医療講座
医 学 部 第 ６ 学 年
物 理 学
形 成 外 科 学

高 田 弘 弥・魚 返 拓 利
色 部 隆 貢
藤 崎 弘 士
小 川 　 令

P−155 糖尿病性足病変における " 歩行を守る " ための治療
戦略～重症度分類と ADL 転帰からみた当院の治療
経験～

多摩永山病院形成外科

形 成 再 建 再 生 医 学

戸 田 英 里・藪 野 雄 大・吉 川 裕 二
額賀佐和子・向 井 桜 子・中 島 大 智
小 川 　 令

P−156 治らない傷には、理由がある
―TIME to Wound Hygiene―

多摩永山病院形成外科
形 成 再 建 再 生 医 学

藪 野 雄 大
小 川 　 令
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Ｖ 看護・介護・在宅・病院
P−157 軽度認知障害の実行機能に対する多因子介入の効

果：非ランダム化比較試験
医療健康科学部臨床看護学

（ 精 神 看 護 学 ）
福 田 大 祐

P−158 有病者における歯科の定期受診を妨げる要因 付 属 病 院 口 腔 科 細 入 枝 里・久 野 彰 子

P−159 成人混合病棟との往来を伴う新生児集中治療室に
おけるメチシリン耐性黄色ブドウ球菌サーベイラン
スの有用性

多摩永山病院小児科
多摩永山病院感染制御部
多摩永山病院中央検査室
多摩永山病院薬剤部
多摩永山病院呼吸器内科
多摩永山病院消化器外科

松 本 多 絵
榎 本 純 子
鈴 木 美 子
田 杭 直 哉
渥美健一郎
柿 沼 大 輔

P−160 看護・医学教育法の開発：医学生－看護学生協働
体験学習

医 学 部 第 ５ 学 年

分 子 解 剖 学

由 良 優 仁・中 嶋 碧 音・宮 川 　 諒
渡 邊 千 昭・細 山 陽 名
瀧 澤 俊 広・瀧 澤 敬 美

Ｗ 基礎科学
P−161 加齢による心臓内皮変容メカニズムの解明 先端医学研究所病態解析学部門 石 井 智 裕 ・渡邊（高野）晴子・福 原 茂 朋

P−162 EML4–ALK 液滴の細胞内分解および細胞外小胞分
泌機構の解析

先端医学研究所遺伝子制御学部門
呼吸器・腫瘍内科学

医 学 部 第 ４ 学 年
解 析 人 体 病 理 学
統御機構診断病理学

中 嶋 　 亘・山 本 　 林
北 川 真 吾・松 本 　 優・宮 永 晃 彦
清 家 正 博
池尻佳乃子
㓛刀しのぶ
大 橋 隆 治

P−163 細胞接着性足場を用いた機能的乳腺の再生 次世代メカノバイオ医療講座
薬 理 学
形 成 外 科 学

魚 返 拓 利・高 田 弘 弥
坂 井 　 敦・荒 川 亮 介
梅 澤 裕 己・小 川 　 令

P−164 持続的な血清抗体産生を支える骨髄長寿命形質細
胞の生存機構の解明

医 学 部 第 ５ 学 年
衛 生 学 公 衆 衛 生 学

太 田 麻 友
大 塚 俊 昭・伊 藤 亜 里



− 17 −



− 18 −


